
■第 36回羽山台空家対策プロジェクト会議を開催しました！ 

 

令和 3年 3月 15日（月）第 36回羽山台空家対策プロジェクト会議を羽山台校区コミュニ

ティセンターにて開催し、次の内容について協議しました。 

 

【協議事項等】 

○その後の経過報告 

→住まいるノートの活用 

 シャボン玉サロン（平の下）3月 12日（金）13：00～ 

民生委員さんへの説明   3月 15日（月）14：00～ 

 

→プロジェクトに寄せられた空家相談 

 ・無償譲渡が可能な物件を紹介してほしい（他 4件） 

  

○その他 

→空き家予防に繋がる所有者への働きかけに関する研究について 

 ・有明高専の学生さんによる卒業研究を紹介しました。 

→令和 2年度の実績報告と令和 3年度の活動について 

 ・令和 3年 4月 13日（火）のまち協会議で市より説明します。 

 

     
  

                        ＜空き家セミナーの様子＞ 

 

 

 【次回開催】 

第 37回 令和 3年 4月 19 日（月）10：00～  羽山台校区コミュニティセンターにて開催 

    

 



  

【編集後記】 

 

 新型コロナウイルスの影響により、働き方が大きく変わっています。会社に出勤して仕事

をするのが当たり前の時代から自宅で仕事が出来るテレワークに変わりつつあります。 

 先日、テレワークするため、都会から地方へ移住する方が増えているというニュースを見

ました。ウィズコロナの時代、空家を活用するチャンスです。 

 コロナ禍の空家対策では、建物所有者への面会も制限され、思うように適正管理の指導が

できませんでした。また、県外に住む所有者からは、移動自粛により建物の適正管理ができ

ないので困るという声も聞きました。 

 これからは、コロナ時代に合わせた空家対策が必要だと痛感しました。 

 大牟田は使える空家も多いことを強調し、「移住するなら大牟田へ」といえる街づくりを

進めたいですね。 

     <Ｔ> 

 

                                       


